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愛媛大学データサイエンスセンター (CDSE )は､
データサイエンスの現状とその未来に焦点を当
て､センター発足後初の対面による全体交流会を
開催しました｡ここでは､データサイエンスが教
育､研究､そして社会連携の場においていかに重
要な役割を果たしているかについて､愛媛大学の
教員6名から講演をしていただきました｡

平野幹教授 (大学院理工学研究科 )による｢デー
タサイエンスセンターの教育･研究活動｣を皮切

りに､松岡良樹准教授 (宇宙進化研究センター )に
は｢遠方ブラックホールの探索｣とデータサイエ

ンスの接点について､私は｢関数空間論を用いた

データ解析｣の可能性について講演させていただ

きました。さらに､三宅吉博教授 (大学院医学系研

究科 )は｢疫学とヘルスデータサイエンス｣､曽我

亘由教授 (社会共創学部 )は｢CDSEの社会連携へ

の取り組み｣､そして羽藤堅治教授 (大学院農学研

究科 )は｢農業分野におけるAI利用｣について､そ
れぞれ示唆に富んだ講演をしていただきました｡
これらの講演を通じて､データサイエンスが各

分野にどのように貢献しているか､そして将来に
おいてどのような発展が期待されるかといったこ
とを考える機会となりました｡交流会の終了後に
は懇親会が開催され､参加者間での活発な交流の
場となりました｡
この全体交流会は､愛媛大学を取り巻くデータ

サイエンスの現状と未来を一望できる貴重な機会
となり､参加者にとって有意義な時間となりまし
た｡愛媛大学データサイエンスセンターは､今後
もこのようなイベントを通じて､データサイエン
スの発展と社会への貢献を目指していきます。
(石川勲 )
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春寒もようやく和らぎ､過ごしやすい季節となってまいりましたが､皆様いかがお過ごしでしょうか｡前号から
の様々な活動の様子とお知らせをお届けいたします｡どうぞご一読ください｡

全体交流会「データサイエンスセンターの現状と未来」を開催しました
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CDSEは本学および地域において､様々なレベル
に応じたデータサイエンスに係る教育機会の整
備･提供を行っています｡今年度も､様々な教育活
動を行い､四国地域を中心とするデータサイエン
ス教育強化に向けた各種イベントを開催しまし
た｡

愛媛大学データサイエンスセンターと松山市の連
携による「データサイエンティスト育成講座」が
開講されました｡本講座は､データの力を活用し
て社会課題や企業課題の解決に取り組むデータサ
イエンティストの育成を目的としており､令和 5

年7月から約半年にわたる一連のプログラムを通
じて､データサイエンス力とデータエンジニアリ
ング力を兼ね備えたプロフェッショナルの育成を
目指しました｡講座の講師として､遠藤太一郎氏

(Kanam e  Pro j ec t  Co . , L td .取締役CE O､東京学

芸大学教育A I研究プログラム准教授 )を招き､そ
の豊富な経験を基に､受講生に対して実践的な知
識とスキルの提供を行いました。あああああああ
あまず､本講座の開講に先駆けて､7月に 3回の
オープニングイベントが開催されました｡第 1回
目は｢データサイエンス･AIの可能性とキャリア｣
をテーマに､株式会社 Re jou iの菅由紀子氏が講
演｡第2回目は｢地方企業にこれから必要なAI活用
の考え方と進め方｣について､株式会社L IGHTzの
乙部信吾氏が､そして第 3回目はオンラインで
｢AI･Cha tGPTによる社会変化 中小企業はどう
取り組むか｣について講座の講師でもある遠藤太
一郎氏が講演しました｡各イベントではデータサ
イエンスや AIの最新情報､活用法などが紹介さ
れ､参加者からは積極的な意見や感想が寄せられ
ました。

あ本講座は 8月から 12月にかけて開講され､前期
課程では､松山市の大学生を中心とした受講生に
対し､オンライン教材を活用したデータサイエン
スの基礎講座を開講しました｡ここでは､講師に
よる解説やディスカッションを行い､受講生が短
期集中で基礎知識を習得することに重点を置きま
した｡後期課程では､市内企業と受講生がチーム
を組み､実際に企業が抱えるビジネス課題に対
し､データサイエンスの観点から解決策を模索し
ました｡このプロセスを通じて､受講生は実務に
即したプロジェクト構築の経験を積むとともに､
企業内でのデータ活用や人材育成が行われまし
た｡
あ令和6年1月19日に､本講座の集大成として｢松
山データサイエンティストサミット2024｣が開催
されました｡イベントでは､データサイエンティ
スト育成講座を受講した市内の大学生を含むチー
ムが､データ分析を活用した企業課題解決プロ
ジェクトの成果を発表しました｡また､株式会社
LEOの代表取締役CE O､粟生万琴氏による講演が
行われ､AIや IoTを含む現代の技術革新における
データサイエンスの重要性と､これからのデータ
サイエンティストに求められるスキルについて講
演をいただきました｡プログラムの最後にはネッ
トワーキングタイムが開かれ､参加者同士の交流
が行われました｡この時間は､参加者が互いの経
験や知見を共有し､将来のコラボレーションの可
能性を模索する貴重な機会となりました｡

女性デジタル人材の育成と多様な働き方の支援の
必要性を背景として、 2023年 2月 17日に愛媛大
学データサイエンスセンターは､｢女性デジタル
人材の育成と多様な働き方支援への取組 〜｢愛媛
でじたる女子プロジェクト｣における女性活躍推
進〜｣をテーマに株式会社MAIAのCEOである月
田有香氏を迎えてデータ利活用セミナーを開催し
ました。
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愛媛におけるDS教育の推進
現代情報化社会に通用する

データサイエンス教育の提供
教 育

データサイエンティスト育成講座が開講
されました

令和4年度第2回データ利活用セミナー
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あセミナーでは､企業経営者や人材育成担当者が
直面する問題とその解決策を具体的な事例を交え
ながら､結婚､育児､介護などで変化する女性のラ
イフスタイルに対応し､精神的･経済的自立を促
すための環境整備の必要性について語られまし
た｡また､2022年 5月から愛媛県と共に開始した
｢愛媛でじたる女子プロジェクト｣による女性デ
ジタル人材のリスキリングや多様な形での就労機
会の提供を目指す取り組みが紹介されました｡こ
のセミナーを通じて､デジタル技術を活用する人
材育成の重要性と､女性が多様な働き方を選択で
きる環境づくりへの関心を高める機会となりまし
た｡参加者からは､人材育成や女性の就労支援に
関する多くの質問が寄せられ､講演者からの回答
を通じて理解を深める有意義な時間となりまし
た｡

愛媛大学データサイエンスセンターでは､増井敏
克氏（増井技術士事務所代表）を講師として迎
え､令和5年度データ利活用セミナー (全3回 )を開
催しました｡第1回セミナーでは､データサイエン
スの基礎､データ分析手法､データの伝え方と読
み取り方に焦点を当て､Exc e l方眼紙や詐欺グラ
フなど具体的な例を通じて､統計やデータ処理の
基礎知識を学ぶ場となりました｡第 2回セミナー
では､データからの予測､グループ分け､推定､統
計的検証など､より高度なデータ分析の手法につ
いて解説されました｡移動平均､散布図､重回帰分
析､フェルミ推定などの手法が紹介され､統計解
析におけるより実践的な講義がなされました｡第
3回セミナーでは､AIの基礎､手法､セキュリティ､
プライバシーなど最近のAIの発展に密接に関わ
る話題が取り上げられました｡AI研究の歴史､定
義､機械学習の過学習と未学習､セキュリティリ
スク､プライバシー保護の方法など､AI技術の実
現に向けた実践的な課題と解決策が議論されまし
た｡各セミナーは､データサイエンスの基本から

AI技術の最先端まで､データ利活用の全体像を把
握する絶好の機会となり､充実した質疑応答の時
間も設けられ､参加者からは大きな反響がありま
した｡

愛媛大学データサイエンスセンターでは高校生か
ら社会人までの多様なエンジニアを対象とし､
ウェブ標準技術と I oTデバイスを連携してソフト
ウェアとハードウェアの両面から課題解決に挑戦
する人材の育成を目的として､2022年に引き続き
｢W eb× I oTメイカーズチャレンジPLUSin愛媛｣
の開催に協力しました｡2023年 10月には電子回
路技術とインターネットを介したマイコンの制御
を学ぶハンズオン講習会とアイディアソンを総合
情報メディアセンターにて､12月には製作のため
のハッカソンを校友会館およびリージョナルコモ
ンズにて開催し､19名の参加者が地域の課題解決
や生活をより豊かにするアイディアの実装に取り
組みました｡最優秀賞に選ばれた｢理想の猫ハウ
ス｣のほかにも各チームにはスポンサーより愛媛
銀行賞、伊予銀行賞が授与され､さらに市内交通
や観光地情報のリアルタイムな視覚化を目指した
｢ワンダーランド松山｣には愛媛CA TVより社会実
装賞としてその通信基盤を活用した実証実験が継
続されることとなりました｡最優秀チームは作品
の改良を続け 2024年 3月の全国大会で成果物を
発表しました｡技術力の向上だけでなく､学生を
中心とした若い人材の発想力や､世代をまたぐ
チーム力が発揮されるイベントとなりました｡
(佐々木隆志 )

2023年度WebxloTメイカーズチャレ
ンジPLUSin愛媛が行われました

令和5年度データ利活用セミナー 全3回
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令和 2年の９月から開催している DS研究セミ
ナーですが､開催回数はもうすぐ30回になろうと
し て い ま す｡令 和 5 年 度 は､C h a t G P T や s tab le  

d i f f us ionなどの最近社会に大きなインパクトを
与えたA Iにまつわる研究をしている研究者に､講
演をしていただきました。他にも､空間統計学や
機械学習の理論研究など幅広いテーマでセミナー
を開催しました｡
本セミナーは Zoom及びYouTubeの L i ve配信

サービスを用いており､学生や大学教員､及び､企
業研究者に至るまで様々な背景を持つ人々が全国
から参加しています｡質疑応答の時間も多くの質
問があり､非常に活発な研究交流の場となってい
ます｡以下では第23回から第26回までの講演につ
いて簡単にまとめたものを紹介いたします｡（石
川勲）

第23回DS研究セミナーでは､甲南大学の准教授､
永田亮氏を講演者として迎え､「言語と語学学習
からみたAI」という講演タイトルで､非常に興味
深いお話をいただきました｡現代社会においてAI

はますます重要性を増しており､我々の日常生活
においても様々な形で活用されています｡講演で

は、言語データを扱うAIに焦点を当て､具体的な
応用例として､語学学習支援システムを取り上げ
つつ､実際のデモンストレーションを通じてAIが
どのように機能しているのか､何が可能なのかに
ついて詳細に解説していただきました｡

第24回DS研究セミナーでは､立教大学の准教授､
瀧雅人氏を迎え､｢MetaFo rm ers：Trans fo rm er

によるコンピュータビジョンの変革｣という題で
講演をしていただき､コンピュータビジョンにお
ける深層学習技術の最新動向とその未来について
多角的な視点からお話ししていただきました｡講
演では､深層学習の成功がネットワーク構造のデ
ザインが帰納バイアスを柔軟に実現できる点にあ
り､そして､近年登場したVis ion  Trans fo rmerや
MLP- Mi xe rなど､Trans fo rm erベースにしたモデ
ルが従来手法を上回る性能を示していることを紹
介 し て い た だ き ま し た｡さ ら に､ViT や MLP-

Mi xe rを含む､いわゆるM etaFo rm erの概念につ
いても詳細に解説していただきました｡これらの
モデルは､自然言語処理から始まり､非局所的な
パターンの動的抽出が可能であることなどを解説
していただきました｡他にも､未来のコンピュー
タビジョン研究がどのような展望を持つかについ
てお話ししていただきました｡

第25回は放射線影響研究所統計部の研究員､山村
麻理子氏を迎え､「空間データの特徴とサンプリ
ングの空間的な偏りを踏まえた空間統計解析につ
いて」というタイトルで､空間データの分析の重
要性とその方法論について深く掘り下げていただ
きました｡空間統計学の分野では､空間的自己相
関と空間的異質性という 2つの重要な特徴があ
り､そして空間データはしばしば空間的な偏りを
伴ってサンプリングされることがあります｡この

第24回 ｢M etaFormers：Transformerに
よるコンピュータビジョンの変革｣
瀧 雅人氏 (立教大学･准教授)データサイエンスのホットトピックを

専門家が分かりやすく解説

DS研究セミナーを通じた
研究交流

研 究

第 23回｢言語と語学学習からみた AI｣
永田 亮氏 (甲南大学･准教授)

第25回 ｢空間データの特徴とサンプリ
ングの空間的な偏りを踏まえた空間統計
解析について｣山村 麻理子氏 (公益財団
法人放射線影響研究所統計部研究員)
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ような背景を踏まえ､空間データの一例として賃
貸アパートの属性情報と立地する住所が含まれる
データを取り上げ､空間統計学の手法について詳
細に解説していただき､さらに､ fused  Lassoを
用いた解析について､空間的な偏りのあるデータ
に対する有効性を議論していただきました｡

第26回DS研究セミナーでは理化学研究所革新知
能統合研究センターの研究員､園田翔氏を迎え
｢積分表現でニューラルネットを理解する｣とい
うタイトルで講演していただきました｡リッジ
レット変換を用いたニューラルネットワークの理
解と解析における新たなアプローチについて解説
をいただきました｡現代の AI技術の核心となる
ニューラルネットについて､個々のニューロンの
パラメータではなく､ニューロンの集団分布を解
析する方法論から始まり､その有効なアプローチ
として積分表現理論を紹介していただきました｡
特に､リッジレット変換と呼ばれる積分作用素に
よる具体的な解析手法や､様々なネットワーク構
造に対するリッジレット変換の系統的な導出手法
など最先端の理論結果についても概説していただ
きました｡

CDSEでは地域企業や自治体などにおけるデータ
駆動型の様々な連携活動や普及促進活動などを実
施しています。

令和 5年 7月 31日､愛媛大学データサイエンスセ
ンター､株式会社ウイン､檜垣造船株式会社の三
者は､造船業のDX推進を目的とした｢データ分析
及びデータ活用モデルの開発｣に関する共同研究
契約を締結しました｡この研究では､檜垣造船か
ら提供される基幹システムデータを用いたデータ
分析を行い､新たなデータ活用モデルの開発を目
指します｡データを効果的に活用し､新技術を発
見することの重要性が強調されています｡この共
同研究が､造船業および地域の発展に貢献するこ
とを目指しています｡

愛媛県では､デジタル技術の進化が産業界全体の
競争力強化に寄与する潜在力を持っていると認識
されています｡この背景のもと､愛媛県が掲げる
｢愛媛の未来を切り拓く DX実行プラン｣に基づ
き､地域活性化を目指すために産学官が一体と
なってデジタル人材の育成および誘致に力を入れ
ています｡

地域に根ざしたデータ利活用の促進

地域とDSをつなぐ
プラットフォーム社会

連携

CDSE･株式会社ウイン･檜垣造船株式会
社三者共同研究契約締結

第26回 ｢積分表現でニューラルネット
を理解する｣園田 翔氏 (理化学研究所革
新知能統合研究センター研究員)

経営層対象DX推進セミナー (愛媛県 )で
講演を行いました
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この取り組みの一環として､産業D Xの実現に不
可欠な DX推進の考え方や企業内人材のスキル
アップを目的としたセミナーが開催されました｡
対象となる業種は､農業･林業･漁業･製造業･運輸
業･郵便業･卸売業･小売業･宿泊業･飲食サービス
業に及びます｡
このセミナーでは､愛媛大学データサイエンス

センター ( CDSE)のセンター長である平野幹教授
が､｢データ利活用のキホン～D X推進に向けたマ
インドセットと最初の一歩～｣というテーマで講
演を行いました｡平野センター長は､デジタル技
術を活用した売上拡大､利益創出､ビジネス創造
に向けて､企業経営層に向けて意思決定の重要性
とD Xを成功させるための基本的なアプローチに
ついて解説しました。

愛媛県と愛媛大学データサイエンスセンター
(CDSE)が連携して､地域産業のD X推進を目的と
して､様々な産業分野を対象としたデータサイエ
ンス公開講座を開催しました｡この講座は､｢愛媛
の未来を切り拓くD X実行プラン｣に沿った活動の
一環で､雇用創出や需要喚起を目指しています｡
公開講座では､愛媛大学大学院理工学研究科の

教授でありCDSEセンター長の平野幹教授の挨拶
に続き､CDSEセンター員である梅本祥史技術専
門職員による｢BIツールによるデータサイエン
ス｣のハンズオンが行われ､Mic ros o f t  Power  B I

を用いたデータの可視化技法が紹介されました｡
続いて､CDSEの裏和宏講師による｢データ利活
用のための I T基礎知識｣では､D X推進に必要な I T

環境の構築や I Tツールの導入について学びまし
た｡また､愛媛大学社会共創学部の教授でCDSE

センター員の岡本隆教授が｢エクセルによるデー
タサイエンス｣を担当し､Mic ros o f t  Exc e lを活用
した基本的なデータ分析技術について講演しまし
た｡さらに､愛媛大学社会共創学部の教授であり
CDSE副センター長の曽我亘由教授を含む複数の
講師による｢データ利活用の実際～事例紹介と
ディスカッション～｣では､地域企業のデータ利
活用事例が紹介され､その課題について議論され
ました｡最後に､愛媛大学大学院理工学研究科の
教授でありCDSE副センター長の松浦真也教授に
よる｢プログラミングによるデータサイエンス｣
がハンズオンで実施され､Python言語を用いた高

度なデータ分析･予測技術の基礎が解説されまし
た。

令和5年5月24日に､愛媛大学データサイエンスセ
ンター主催で社会と学生の交流を目的とした
『DSカフェ』が開催されました｡第4回目となる
このイベントでは､シスコシステムズ合同会社を
ゲストに迎え､｢データで見てみる “世界で最も働
きがいのある会社 ”の今｣というテーマで行われ
ました｡シスコシステムズは､2023年度の｢働き
がいのある会社｣ランキングで大規模部門第 1位
に輝いており､ハイブリッドワークを支える同社
の I T取り組みについてのプレゼンテーションが行
われました｡
イベントの後半部分では､参加した学生がグ

ループに分かれ､日本人の働き方について､どの
ような働き方を目指すべきか､それを実現するた
めに必要なデータは何かについてディスカッショ
ンを展開しました｡参加学生は自分たちの将来の
働き方を想像しながら､活発かつ真剣な意見交換
を行いました｡
イベントに参加した学生からは､シスコシステ

ムズのスタッフによる丁寧な回答や､普段は聞く
ことができないような内容に触れられたことへの
満足感､情報系の授業や企業との接点が少ない学
部の学生にとって新しい刺激となったこと､視野
が広がったという感想が寄せられました｡

データサイエンス公開講座が行われまし
た

第４回DSカフェを開催しました
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令和 5年7月21日と 12月 27日に､愛媛大学総合情
報メディアセンターメディアホールにて､松山南
高校とデータサイエンスセンターが共催する｢レ
ゴブロックでプログラミングを体験してみよ
う ! !｣と題したプログラミング体験教室が開催さ
れました｡この体験教室は､7月は27名､12月には
26名の松山市内の小学生が参加し､プログラミン
グの基本から学びの楽しさを体験しました｡参加
した小学生たちは､レゴブロックによる自動車を
組み立て､プログラミングによる制御を通じて､
ものごとを順序立てて考える力や､各部品の役割
の理解を深め､プログラミングの面白さと､技術
が生み出す可能性を肌で感じることができまし
た｡松山南高校の笹岡慎太郎教諭と､愛媛大学の
学生や松山南高生によるサポートのもと､試行錯
誤しながらレゴブロックカーをより速く､ユニー
クに走らせるための工夫を重ね､最後にはおのお
のが作成したレゴブロックカーによるレースが開
催され､体験教室は大いに盛り上がりました｡松
山南高校は､｢えひめ版 S TEA M教育研究開発事
業」にも指定されており､データサイエンスセン
ターと共に､地域の数理･データサイエンス･AI教
育推進に向けた活動を積極的に行っています｡今
後も､このような活動を通じて､子どもたちの科
学技術に対する関心を高め､未来の技術者や科学
者を育成するために取り組んでいきます｡

令和5年9月27日､愛媛大学附属高等学校1年生を
対象に高大連携科目の一つである｢キャンパス I T

授業｣を行いました｡附属高校では令和4年度より
生徒による情報端末の必携化が実施されていま
す｡そこで今年度は､それぞれの持つ端末を使っ

て AIプログラミングやデータ分析､シミュレー

ションを体験してもらい､データサイエンスの面
白さに触れてもらうこととしました。難しい内容
もありましたが､昨年度までは感染症対策で難し
かったグループワークも可能となり､大学院生の
TAのサポートもあって、生徒の皆さんは積極的
に取り組んでくれました。 (原本博史 )

本センターでは､教育､研究､社会連携それぞれの
機能を強化することをミッションに掲げていま
す｡現在､センターには様々な課題が蓄積され､さ
らなる機能強化が求められるようになりました｡
本センターの活動支援を目的とした｢愛媛大学
データサイエンスみらい基金｣を創設することに
より､本センターの教育･研究･社会連携のすべて
にわたる活動を一層強化し､その成果を地域に還
元するために､｢データサイエンスみらい基金｣を
有効に活用させていただきます｡

(編集後記)
最近話題のChatGPT､高性能過ぎてすっかり依存してし
まっています｡今では課金もしており､これ無しには生き
ていけません（石川）
2023年度から制限のないイベントも増え､ここに掲載し
ていない様々な活動も行っております｡ホームページに
掲載しておりますのでぜひご覧ください（原本）
よく使う素材サイトに”AI生成ツール使用素材を除く”と
あり､身近になったことを実感しました（越智）

松山南高校×CDSE「プログラミング体
験教室」を行いました

高大連携プログラム「キャンパス IT授
業」を行いました

データサイエンスみらい基金について

こちらでも情報発信をしています。
フォローよろしくお願いします！

センターホームページ

お 知 ら せ

センター公式X
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